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総 務 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年４月１５日 

件 名 「足立区基本計画改定版」等の策定について 

所管部課名 政策経営部 政策経営課 

内 容 

「足立区基本計画改定版」「足立区人口ビジョン改定版」および「第２

期足立区人口ビジョンを実現する総合戦略」「足立区国土強靱化地域計画」

を策定したので、以下のとおり報告する。 

１ 足立区基本計画改定版 ≪別添資料１≫ 

足立区基本計画（計画期間：平成２９年度～令和６年度）について、

４年目の中間見直しを行い、計画を改定した（新たな計画期間：令和３

年度～令和６年度）。 

（１）おもな改定点

・ 新型コロナウイルス感染症への対応として求められる「新しい

生活様式」に対応した取組みや、今後も予想される大規模自然

災害への対応など、必要な取組みを関連施策に盛り込んだ。

・ 各施策において、これまでの取組みで見えてきた「課題」を明

らかにし、「方針」や「指標」がその課題の解決により有効と

なるよう見直した。

・ 各施策において設定する指標については、政策目的の達成度を

測る「成果指標」だけでなく、成果に結び付く「主な活動指標」

も設定した。

・ 各施策とＳＤＧｓにおける１７の目標との関係性がひと目でわ

かるように、各施策のページに、関連するＳＤＧｓの目標アイ

コンを配置した。

※ 施策体系に大きな変更はなし

※ 「足立区国土強靱化地域計画」（下記３参照）を一体的に策定

（２）施策の進捗管理

毎年度実施する「施策評価」により各施策の進捗管理を行っていく。 

２ 足立区人口ビジョン改定版（以下「人口ビジョン」）および第２期足

立区人口ビジョンを実現する総合戦略（以下「総合戦略」）≪別添資

料２≫ 

令和２年度は第１期総合戦略（計画期間：平成２９年度～令和２年度）

の最終年度にあたることに加え、令和元年６月に、国より各地方公共団

体に対し次期総合戦略を策定するよう通知があったため、第２期総合戦

略（計画期間：令和３年度～令和６年度）を策定した。 
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また、令和元年度に、近年の外国人人口の増加を踏まえ人口推計を改

めて策定したため、人口ビジョンを改定した。 

（１）おもな改定点等

・ 人口ビジョンについては、前回策定時以降の状況変化を反映

・ 総合戦略については、足立区基本計画の改定にあわせて見直し

を行った、「重点プロジェクト事業」の中から、人口ビジョン

を実現する事業を抽出した。

※ 改定後の人口ビジョンで定める目標値については、現行の人口ビ

ジョンと同様とした。 

≪合計特殊出生率≫ 

令和４２（２０６０）年において１.４０とした。 

※ 平成３０（２０１８）年の足立区合計特殊出生率：１.３１

≪移動率≫ 

現在の社会増の状況を令和７（２０２５）年まで維持し、令和

８年以降は、現状の９割水準とした。 

（２）事業の進捗管理

毎年度実施する「重点プロジェクト事業評価」により各事業の進捗

管理を行っていく。 

３ 足立区国土強靱化地域計画 ≪別添資料１≫ 

「足立区国土強靭化地域計画」(※)を、国が定めるガイドラインに基

づきつつ、都、周辺自治体等の計画との整合性を図りながら策定した。 

（１）計画の概要

・ 強靱化における４つの基本目標と、強靱化を推進する上で重要

な８つの「事前に備えるべき目標」を設定した。

・ 災害（地震および水害を想定）発生時に「事前に備えるべき目

標」を妨げる２４の「リスクシナリオ」（起きてはならない最

悪の事態）を設定した。

・ リスクシナリオに対して区が現状取り得る方策の評価・分析等

を行い、課題を抽出し、今後取り組むべき施策を整理した。

※ 「国土強靭化地域計画」とは、法律に基づき、地方公共団体が策定

する国土強靭化（大規模自然災害等に備えるため、事前防災・減災と

迅速な復旧復興に資する施策を、まちづくり政策や産業政策も含めた

総合的な取組みとして計画的に実施し、強靭な国づくり、地域づくり

を推進するもの）に関する施策の推進に関する基本的な計画であり、

国土強靭化の観点から様々な分野の計画等の指針となるもの。 
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（２）計画の見直し

災害発生後の新たな対策の進捗や、国が防災・減災の対応策とし

て重点化する項目等を踏まえながら、必要に応じて計画の見直しを

行っていく。 

問 題 点 

今後の方針 
区ホームページ及びあだち広報４月２５日号により周知する。 
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総 務 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年４月１５日 

件 名 令和２年度行政評価（令和元年度事業実施分）の反映結果について 

所管部課名 政策経営部 政策経営課、財政課 

内  容 

令和３年２月に区民評価委員会より「足立区区民評価委員会報告書」が答

申された。 

この報告書に対する区の考え方・取組みについて、以下のとおり報告する。 

１ 「重点プロジェクト事業に関する提言」と「一般事務事業に関する評

価意見」に対する区の考え方・取組み 

（１）重点プロジェクト事業に関する提言

ア 積極的なアウトリーチへの期待【提言１】

イ 学校教育、社会教育、家庭教育のさらなる連携へ【提言２】

ウ 当事者主体と多様性を重視【提言３】

エ ヒアリング時の情報発信・説明の工夫と評価の工夫【提言４】

オ PDCAサイクルに区民目線の視点を加えて充実し、区民サービスの

向上を図る【提言５】 

カ 活動指標・成果指標の課題と見直しの必要性【提言６】

キ 区民の「安心・安全」につながる「グッドプラクティス」を記録

する重要性【提言７】 

ク 足立区のＤＸ（デジタル・トランスフォーメーションの推進のた

め【提言８】 

ケ 北千住以外の地域への展開・発展【提言９】

コ 「協創」を根付かせるために 令和２年度 ver.【提言１０】

サ 「協創」を担う豊富な人財の発掘【提言１１】

（２）一般事務事業に関する評価意見（総括意見）

ア 事務事業の活動量・活動結果を測る指標の適切な選択について

イ 費用効率性を高めるための ITの活用について

ウ ウイズ・コロナ、アフター・コロナの時期のイベントのありかた

について 

エ 学校教育、自治会との連携の重要性について

※ 各提言及び評価意見に対する区の考え方・取組みは、別添資料

参照 

２ 各事業単位の評価に対する反映結果 

重点プロジェクト事業（３１事業）と一般事務事業（７事業）につい

ての反映結果を、「令和２年度行政評価の反映結果報告書」としてまと

め次第、区議会事務局にデータで配付する。なお、冊子の作成について

は、今年度は中止した。 

5



問題点 

今後の方針 

「令和２年度行政評価の反映結果報告書」は、区政情報課及び区内図書

館等に閲覧用の冊子（庁内印刷）を配付するとともに、区ホームぺージに

より公表する。 
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総 務 委 員 会 報 告 資 料 
  令和３年４月１５日 

件 名 公募型プロポーザルの実施について（オンライン申請システム） 

所管部課名 政策経営部 ＩＣＴ戦略推進担当課 

内 容 

公募型プロポーザルの実施について、下記のとおり報告する。 

記 

１ 業務名 

「足立区オンライン申請システム構築業務委託」 

２ 業務内容 

オンライン申請システムの構築業務を委託するため、公募型プロポーザル

を実施し、事業者を選定する。（構築の範囲は、別紙８を参照） 

３ 履行期間 

令和３年７月から令和４年３月３１日 

※ システム稼働開始時期は令和３年１０月末を予定

４ 選定委員会の委員構成 

合計５名の委員で構成、委員の内訳は以下のとおり。 

委員区分 役職 人数 

学識経験者 大学教員・弁護士等 ３ 

区職員 部長・課長級 ２

５ スケジュール（概要） 

  令和３年４月１６日 第１回選定委員会（提案書提出依頼の決定） 

  令和３年４月１９日 公募（参加表明事業者の募集） 

  令和３年５月３１日 提案書受付開始 

  令和３年６月２８日 最終選定委員会（契約候補事業者の特定） 

  令和３年７月中旬  契約締結予定 

問 題 点 

今後の方針 

・ システムの稼働を予定通り開始できるよう、スケジュール管理を行って

いく。

・ 区民が利用し易いものとなるよう、入力画面や手続検索機能を工夫して

いく。

・ 令和３年度末までに２００超の行政手続をオンライン化するため、庁内

調整を図っていく。
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申請者

【Ａ】オンライン申請サービス

①申請検索

③本人情報等入力

④電子決済入力

②申請書作成入力

⑤⑦メール送信

【Ｃ】クラウド
決済サービス
（④´支払い確認）

⑥入力内容確認（②～④の内容確認を
【Ａ】【Ｂ】【Ｃ】のクラウド上で行う）

文書端末

足立区役所

ｘｘｘ
Ｘｘｘ
Ｘｘｘ

aaaaa
aaaaa
aaaaa
aaa

ｘｘｘ
Ｘｘｘ
Ｘｘｘ

aaaaa
aaaaa
aaaaa
aaa

インターネット

ｘｘｘ
Ｘｘｘ
Ｘｘｘ

aaaaa
aaaaa
aaaaa
aaa

⑤受付完了メール
⑦申請完了メール 等

システム全体図

⑤申請到着メール

ファイアー
ウォール

⑧データダウンロード

⑨CSV出力／保管

データ
保管

職員

【Ｂ】クラウド
認証サービス
（公的個人認証、
eKYC）
（③´本人等確認）

オンライン申請
ポータルサイト

今回の構築範囲

別紙
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総 務 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年４月１５日 

件 名 足立区ＬＩＮＥ公式アカウントの今後の運用方針について 

所管部課名 広報室 報道広報課、政策経営部 ＩＣＴ戦略推進担当課 

内 容 

昨年９月に運用開始した「足立区ＬＩＮＥ公式アカウント（以下、公

式アカウント）」について、現在使用している「プッシュ通知およびリ

ッチメニュー機能」以外の追加機能の導入を検討してきた。 

この度、情報システム委員会を経て、今後の運用方針を決定したので

報告する。 

１ 主な検討内容（機能）と今後の運用方針 

セグメント機能

※ 「ごみ出しア

プリ」の公式ア

カウントへの

統合の検討を

含む

① 機能概要

新規登録時に「居住地」「生まれ年」などを登録

してもらい、対象者を限定して配信できる機能。

② 方向性

検討していたセグメント機能では、複雑な管理が

困難であることがわかった。ごみ出しアプリにつ

いては統合せず、別システムの導入を進める。

チャットボット

機能

① 機能概要

「転入・転出」「妊娠」などのキーワードを送信

すると、選択肢や回答をＡＩ（人工知能）として

識別し自動で表示する機能。

② 方向性

現時点では、発展途上的な機能であり、当面の間

は、リッチメニューから区ホームページの「よく

ある質問（足立区統合電話センター運営業務委託

の一部）」に誘導することを継続する。

なお、令和４年度の統合電話センター運営業務委

託のプロポーザルにあわせて「よくある質問」と

の統合を並行で検討していく。

各種事業の相談

機能 

① 機能概要

いじめやＬＧＢＴ等の相談を公式アカウント上

で行う（専門相談員による対話形式での相談）。

② 方向性

相談専用のアカウントとシステムの導入が必要

であり、すべてを公式アカウント１つに統合する

のは困難と判断。また、いじめ相談など即答性が

必要な場合には、専門員の人件費も多額となる。

今後は、用途別にアカウント導入を検討し、費用

対効果を含めて必要性を個別判断していく。
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なお、現在の登録者は５０歳代以上が多く、子育て世代や若年層の

登録が少ない（３月２９日付システム抽出情報より）。 

災害時に備え、より多くの区民に登録してもらえるよう、令和３年

４月から以下の情報を発信し、普段使いを促進する。 

区内イベントや各種啓

発等のポスター、チラ

シ等（画像データ）

・ メールの添付ファイル機能と違い、画像データ

を直接表示できるＬＩＮＥの特性を活かして、

受け手の動作を最小限にして情報を伝える。

・ 子育て世代や若年層に関係する情報発信を増

やし、区の事業への関心と行動を促す。

※ 発信するイベント等の種類や配信頻度については、システム管理ツールの

登録件数データの推移等を見ながら整理していく。

２ 「国内ユーザーの日本国外での個人情報の取り扱い」に関する 

報道への対応について（令和３年３月２６日情報提供済み） 

先般より報道されている「ＬＩＮＥ株式会社の個人情報の取り扱い

に関する事案」について、以下のとおり区の今後の方針を報告する。 

・ 足立区ＬＩＮＥ公式アカウントは「災害関連情報等のお知らせ」を

発信するために利用しており、個人情報の収集やこれらを利用した

サービスを行っていない。

・ ＬＩＮＥ株式会社より、現時点では外部からの不正アクセスや情報

漏えいが発生したという事実はない旨の文書通知を受けている。

・ 以上から、国やＬＩＮＥ株式会社の対応等に今後も注視しながら、

引き続きサービスを継続する。

問 題 点 

今後の方針 

・ 足立区ＬＩＮＥ公式アカウントへの機能追加については、引き続き

他自治体の導入事例などを見ながら検討していく。

・ あわせて、ＬＩＮＥ株式会社の個人情報の取り扱いについても動向

を確認しつつ、必要に応じて改めて議会報告する。
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